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「おもしろい話はなし、集あつめました。」コレクション




怪かい盗とうレッド




バレンタインチョコはおおさわぎ！








秋あき木ぎ 真しん・著

しゅー・絵
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




























　　　　１　特とく別べつなクラスメート




「それじゃあ、今日きょうはここまで」

　社しゃ会かいの先せん生せいの言こと葉ばと同どう時じに、授じゅ業ぎょう終しゅう了りょうのチャイムが鳴なる。

　日にっ直ちょくの号ごう令れいであいさつすると、教きょう室しつがざわめきだす。

　ふぅ……。

　やっと、お昼ひる休やすみ。

　わたし──相あい羽ば和のど花かは、心こころの中なかでほっと息いきをつく。

　ノートを片かたづけながら、それとなく、視し線せんを教きょう室しつの後うしろにむける。

　そこには、つくえに体からだをあずけるように、ぐったりとふせている女おんなの子こがいる。

　同おなじクラスの紅こう月づき飛鳥あすかちゃん。

　顔かおをふせているから、ポニーテールの頭あたまが、わたしからは見みえる。

　アスカちゃんは、女おんなの子この中なかでも背せが高たかくて、顔かおが小ちいさくて、スタイルがいい。

　しかも、運うん動どう神しん経けい抜ばつ群ぐんで、勉べん強きょうは苦にが手てみたいだけど、学がく園えん祭さいみたいな行ぎょう事じでは、いつの間まにかみんなの中ちゅう心しんにいたりする。

　だけど、それならどこかのクラスにもいそうな、ふつうの女おんなの子こ。

　アスカちゃんが、ふつうとちがうのは、その行こう動どう力りょくだったりするんだよね。

　いつだったか、猫ねこを助たすけるために、３階かいから飛とびおりたとか、階かい段だんから落おちた友とも達だちを、身みをていしてかばったとか。

　そういうウワサが、たくさんある。

　アスカちゃんなら、本ほん当とうにやっちゃいそうだしね。

　おかげで、アスカちゃんは、学がく年ねんどころか学がっ校こうでも、ちょっとした有ゆう名めい人じんなんだ。

　わたしは、そのアスカちゃんとクラスメートなんだけど、じつはあんまり話はなしたことがない。

　用ようがあるときは、アスカちゃんは気きさくに話はなしかけてきてくれるけど、用ようがないときは、話はなすチャンスがなくって……。

　……というか、自じ分ぶんから話はなしかける勇ゆう気きがない。

　呼よび方かただって、心こころの中なかでは、「アスカちゃん」なんて呼よんでるけど、実じっ際さいは「紅こう月づきさん」って呼よんでるしね。

　でも、せっかく同おなじクラスなのに、すっごくもったいないとは、思おもってるんだよ。

　だから、わたし、決きめたんだ。

　アスカちゃんと、友とも達だちになるって！




　アスカちゃんには、仲なかがいい友とも達だちが何なん人にんかいる。

　それは、それとな～く、アスカちゃんを見みてきたわたしが言いうんだから、まちがいない。

　しかも、その友とも達だちもすごい人ひとだったりするんだよね。

　まずは、氷ひ室むろ実み咲さきちゃん。

　実み咲さきちゃんは、去きょ年ねんの生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほして、１年ねん生せいで生せい徒と会かい長ちょうになっちゃった、すごい子こなんだ。

　それまでも、クラスの委い員いん長ちょうで、いろいろと仕し事ごとをしてくれているのは知しってたけど、まさか生せい徒と会かい長ちょうになっちゃうとは、思おもわなかった。

　でも、実み咲さきちゃんなら、やれちゃいそうかも、と思おもった人ひとは、クラスには多おおかったんじゃないかな。

　実み咲さきちゃんって、すごく気き配くばりができて、やさしいんだよね。

　教きょう室しつで、こまってるけど言いいだせないでいるときに、なにげなく助たすけてくれたり、「どうしてわかったの？」と思おもうぐらい、まわりを見みてる。

　成せい績せきもよくって、アスカちゃんとは小しょう学がっ校こうからの友とも達だちみたい。

　次つぎに、春はる川かわ優ゆ月づきちゃん。

　じつは、優ゆ月づきちゃんとは、ちょっと話はなしたりする、友とも達だちなんだよね。

　おっとりしてて、話はなしやすいんだ。

　でも、それだけじゃない。

　家か庭てい科か部ぶに入はいってて、裁さい縫ほうがすごく得とく意いで、演えん劇げき部ぶの衣い装しょうとかも、家か庭てい科か部ぶでたのまれたりするらしいんだよね。

　実み咲さきちゃんが、生せい徒と会かい長ちょう選せんに出でたときの、ポスターのデザインもやってたし。

「凝こり性しょうなだけだよ」と、優ゆ月づきちゃんは前まえに言いってたけど、努ど力りょくもすごくしてるんだろうなぁ、って思おもう。

　指ゆびとかに、裁さい縫ほうでできるらしい、たこがあったりするし。

　そして、アスカちゃんの従兄弟いとこの紅こう月づき圭けいくん。

　紅こう月づきくんは、アスカちゃんとは正せい反はん対たいな感かんじで、もの静しずかな男おとこの子こ。

　感かん情じょうもほとんど顔かおに出ださないし、正しょう直じき、ちょっとだけ近ちかよりにくい雰ふん囲い気きを、感かんじるかな。

　あと、午ご前ぜん中ちゅうはいつも眠ねむそうにしてる。

　でも、すっごく頭あたまがいいんだよ。

　数すう学がくの授じゅ業ぎょうで、紅こう月づきくんが黒こく板ばんの問もん題だいを解とくように、言いわれたことがあるんだけど、そのときがすごかったんだ。

　午ご前ぜん中ちゅうの授じゅ業ぎょうだったから、いつもどおり眠ねむそうな、ぽやんとした顔かおをしてたんだけど、さらっと問もん題だいを解といちゃって。

　それだけなら、ただ頭あたまがいいっていうだけかもしれないけど、そのあとに、黒こく板ばんいっぱいに、数すう式しきを書かきはじめたの。

　先せん生せいもふくめて、みんなぽかーんとしちゃって……。

　アスカちゃんが、あわてて止とめてたけどね。

　あとで、先せん生せいがウワサ話ばなしをしてるのを聞きいたんだけど、その数すう式しきって、「ポアンカレ予よ想そう」っていう世せ界かい的てきに有ゆう名めいな、むずかしい問もん題だいの一いち部ぶだったんだって。

　先せん生せいが、数すう式しきを写しゃ真しんにとっておいて調しらべたら、その問もん題だいを解とくのに使つかう式しきの一いち部ぶと、いっしょだったとわかったみたい。

　つまり、紅こう月づきくんは、とんでもなく頭あたまがいいってことらしい。

　でも、そういうのを、紅こう月づきくんは自じ慢まんもしないし、興きょう味みもないみたい。

　なんだか、いつもほかのことに、頭あたまを使つかってるって感かんじがする。

　まあ、わたしの見みた感かんじだから、本ほん当とうのところはわからないけどね。
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　クラスで、アスカちゃんととくに仲なかがいいのはこの３人にん。

　でも、アスカちゃんは、クラス以い外がいにも友とも達だちや知しり合あいがけっこう多おおいんだ。

　となりのクラスの、瀬せ上がみ水み夏なつちゃんは、アスカちゃんと同おなじ演えん劇げき部ぶ。

　よく昼ひる休やすみに遊あそびにきたり、放ほう課か後ごに演えん劇げき部ぶの練れん習しゅうに、さそいにきたりしてる。

　すごくはっきりと物ものを言いうから、ちょっとこわい感かんじもあるけど、実み咲さきちゃんの生せい徒と会かい長ちょう選せんのときは、演えん説ぜつの練れん習しゅうに、つきっきりだったんだって。

　だから、けっこう、友とも達だち思おもいなのかも。

　アスカちゃんは、ほかにも先せん輩ぱいに知しり合あいがいる。

　まずは、折おり原はら詩し織おり前ぜん生せい徒と会かい長ちょう。

　生せい徒と会かい長ちょうをつとめている間あいだは、「氷の女王アイスクイーン」って呼よばれていて、生せい徒との間あいだですごく信しん頼らいされてた。

　リーダーシップがあって、的てき確かくな指し示じを出だして、いろいろな学がっ校こう行ぎょう事じをまとめたり、問もん題だいをすぐに解かい決けつしちゃってた。

　アイスクイーンっていう名な前まえは、表ひょう情じょうをあまり表おもてに出ださないっていう意い味みもあったみたいだけど、アスカちゃんの前まえでは、けっこう表ひょう情じょうを見みせてた気きがする。

　……だいたい、怒おこってるみたいだったけど。

　次つぎに、幸ゆき村むら涼すず香か先せん輩ぱい。

　演えん劇げき部ぶの部ぶ長ちょうをしているんだけど、その演えん劇げきが大だい人にん気きなんだよね。

　演えん技ぎをする男だん子し部ぶ員いんが少すくないとかで、男だん装そうをして主しゅ役やくをすることも多おおくて、そのせいか、女じょ子しの間あいだでかなり人にん気きがあったりするんだ。

　わたしも、何なん度どか演えん劇げき部ぶの劇げきは見みたことあるけど、本ほん当とうにかっこいいんだから！

　まさに王おう子じさまっていう感かんじ。

　アスカちゃんも、かなり頼たよりにしてるみたい。

　今いまの３年ねん生せいの先せん輩ぱいの中なかでは、折おり原はら先せん輩ぱいとならんで、有ゆう名めいだし人にん気きがあるんじゃないかな。

　それと、これはわたしもあまり知しらないんだけど、高こう等とう部ぶの清きよ瀬せ理り央お先せん輩ぱいとも、知しり合あいらしいんだよね。

　清きよ瀬せ先せん輩ぱいっていえば、この春はるが丘おか学がく園えんを、今いまみたいに生せい徒とがのびのびと、自じ由ゆうにすごせるように変かえたっていう、伝でん説せつの元もと生せい徒と会かい長ちょう。

　今いまは、高こう等とう部ぶで変かわった部ぶ活かつをやっているっていう話はなしだけど、前まえにちらりと見みかけたときは、全ぜん身しんからパワーがみなぎってるみたいな人ひとで、圧あっ倒とうされちゃったのを覚おぼえてる。

　どこか、アスカちゃんとも似にてるしね。

　あ、だいぶ長ながく話はなしすぎちゃった。

　わたしが知しってる、アスカちゃんのまわりにいる友とも達だちや知しり合あいは、こんなところかな。

　でも、こう考かんがえると、みんなすごい人ひとばっかり。

　わたしが、友とも達だちになれるのか、ちょっと不ふ安あんになってきたかも……。

　でも、わたしには、１つ、とっておきのアイディアがあるんだよね！







　　　　２　友とも達だち作さく戦せん、成せい功こう!?




　友とも達だちとお弁べん当とうを食たべてから、わたしは考かんがえてきたアイディアを、頭あたまの中なかで思おもいかえす。

　今日きょうは、バレンタインデーの３みっ日か前まえなんだ。

　わたしが、ただひとつ得とく意いって言いえるのが、お菓か子し作づくり。

　それで、バレンタインデーのチョコレートを、いっしょにつくろうって、アスカちゃんたちを、さそってみようと思おもってるんだよね。

　これって、いいアイディアだと思おもわない？

　バレンタインデーだけど、男だん子しにあげなきゃいけないわけじゃないしね。

　友とも達だち同どう士しであげたりもするから、お互たがいに手て作づくりして、あげてもいいかな、と思おもったんだ。

　そのためには……。

　わたしは、教きょう室しつを見みまわす。

　優ゆ月づきちゃんが席せきにすわってる。

　まずは、友とも達だちの優ゆ月づきちゃんをさそうのが、いいよね。

　そこから、アスカちゃんたちも、さそえるようになれば、いいわけだし。

　よしっ！

　わたしは心こころを決きめて、席せきを立たつ。

　優ゆ月づきちゃんの席せきにむかうと、ちょうど、お弁べん当とうを片かたづけに、席せきにもどったところだったみたい。

「あの～、優ゆ月づきちゃん。ちょっといい？」

「ん？　和のど花かちゃん。どうしたの？」

　顔かおをあげた優ゆ月づきちゃんが、うわめづかいで、わたしを見みる。

「そろそろバレンタインデーだけど、チョコレートってどうするか、決きまってる？」

「チョコレート？　う～ん……いつもどおりなら、どこかのお店みせで買かうと思おもうけど。どうして？」

「じつは、今こ年としはチョコレートを手て作づくりしてみようかなーと思おもってて。もしよかったら、優ゆ月づきちゃんもいっしょにつくらない？」

「手て作づくりかぁ。そういえば、和のど花かちゃんって、お菓か子し作づくりが得とく意いだったよね」

　覚おぼえててくれたんだ！

　前まえにちらっと、話はなしたことはあったんだけど、覚おぼえてくれてるとは、思おもわなかった。

「優ゆ月づき、なんの話はなししてるの？」

　アスカちゃんと、実み咲さきちゃんが、こっちにやってくる。

　アスカちゃんって、こうやって見みると、歩あるき方かたもムダがない感かんじがする。

　すごくきれいに、歩あるくんだよね。
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「今いま、和のど花かちゃんに、バレンタインデーのチョコレートを、いっしょに手て作づくりしないかって、さそわれてたところなんだ」

　優ゆ月づきちゃんが、アスカちゃんたちに言いう。

「へ？　チョコレートって、つくれるの？」

　アスカちゃんが、おどろいた顔かおをしてる。

「一からつくるわけじゃないけどね。板いたチョコをとかして、新あたらしいかたちにしたり、味あじつけしたりするんだよ」

　実み咲さきちゃんが、アスカちゃんに説せつ明めいする。

「でも、けっこう難むずかしいんだよね。わたしも、前まえにやってみたことあるけど、うまくいかなくて、あわてて買かいにいったんだ」

「そうなんだよね。意い外がいと見みばえよくつくるのって、難むずかしいよね。わたしもじつは、今こ年としは手て作づくりはやめなさいって、言いわれちゃってるの」

　実み咲さきちゃんと優ゆ月づきちゃんが、うなずきあってる。

「へえ～～」

　アスカちゃんだけが、どこかぴんとこない顔かおで、２人ふたりの話はなしを聞きいてる。

　……あ。

　そういえば、アスカちゃんって、料りょう理りが苦にが手てだったような……。

　もしかして、この作さく戦せんって失しっ敗ぱいだったかも。

「あ、あのアスカちゃん。だれかにチョコあげたことないの？」

「チョコ？　え～と、もらったことはあるんだけど……」

　アスカちゃんは、言こと葉ばをにごす。

「そういえば、小しょう学がっ校こうのときからアスカってそうだったっけ。女じょ子しからチョコもらってたもんね」

　もらう側がわかぁ……。すごくよくわかる。

　わたしも、あげたいもん。

　でも、ここでくじけたら、ダメだ。

　せっかく、ここまで話はなしもしたんだし。

「じゃ、じゃあ！　今こ年としはいっしょにつくってみない？　うちで」

　わたしは、おもいきって、さそってみる。

「うちでって、和のど花かちゃん家ちで？」

　実み咲さきちゃんが、聞ききかえしてくる。

「うん。うちのキッチンって大おおきいんだ。だから、４人にんでもチョコレートづくりができると思おもうし。チョコの作つくり方かたなら、わたしが教おしえてあげられるから……どうかな？」

　わたしは、おそるおそる、アスカちゃんたちを見みる。

　アスカちゃんたちは、顔かおを見みあわせてる。

　急きゅうな話はなしすぎたかな。

　不ふ安あんが頭あたまをよぎる。

　少すこしして、アスカちゃんは、こちらをむくと、笑え顔がおで言いった。

「こっちからおねがいしたいぐらい。わたしも、チョコつくってみたいし」

　ほんとに!?

「うん。和のど花かちゃんに教おしえてもらえるなら、つくれそうだもんね」

「そうそう」

　優ゆ月づきちゃんと、実み咲さきちゃんも、うなずいてる。

「ありがとう！」

　わたしは、おもわずお礼れいを言いう。

「いや、お礼れいを言いうのは、わたしたちだと思おもうんだけど」

　アスカちゃんが、笑わらってる。

「それもそっか」

　わたしもおもわず、笑えみがこぼれる。

　やったぁ！

　これで、アスカちゃんたちと、チョコレートづくりができるっ！

　なかよしになる、第だい一いっ歩ぽ。

　はりきって、準じゅん備びしなくっちゃ！







　　　　３　ドライフルーツはどこに？




　バレンタインデーの２日ふつか前まえ。

　学がっ校こうから帰かえってから、わたしはどんなチョコレートをつくるか、レシピを見みながら、確かく認にん中ちゅう。

　うちのキッチンは、お母かあさん自じ慢まんのプロ仕し様ようのアイランドキッチン。

　アイランドキッチンっていうのは、キッチンの中なかに大おおきなテーブルのような作さ業ぎょう台だいがあるの。

　それが「島しま」みたいに見みえるから、アイランドキッチンっていうらしい。

　家いえの中なかで、キッチンがまるで主しゅ役やくみたいに存そん在ざい感かんがある。

　ここに立たって料りょう理りをしていると、家か族ぞくのことも見みえるし、とっても気き分ぶんがいいんだって。

「材ざい料りょうは買かってきたので、足たりるよね」

　わたしは、冷れい蔵ぞう庫こを確かく認にんする。

　外がい国こく製せいの大おおきな冷れい蔵ぞう庫こも、お母かあさんの自じ慢まん。

　わたしの身しん長ちょうだと、上うえのほうは、背せのびしないと手てがとどかないぐらい。

　あ、ちなみに材ざい料りょうにかかったお金かねは、あとでみんなで、分わけてはらうことにしてあるんだ。

「チョコは買かったし、生なまクリームもオーケー。あとは、買かいおきがあったよね……あっ！」

　わたしは、冷れい蔵ぞう庫この中なかを見みまわして、声こえをあげる。

　ドライフルーツを買かっておくのを、わすれてた！

　トッピングにアンズとかマンゴーのドライフルーツを飾かざると、ぐっと華はなやかになるんだよね。

　あ～～、どうしよう！

　明日あしたは、チョコレートをつくる当とう日じつだし、買かってくる時じ間かんはないかも。

　わたしは、キッチンにある時と計けいを見みる。

　夜よるの７時じ半はん。

　今いまなら、近ちかくのスーパーも開ひらいてる。

　お母かあさんは仕し事ごとから、まだ帰かえってきてない。

　ちょっと行いって、帰かえってくるだけだから、だいじょうぶだよね。

　わたしは、自じ分ぶんの部へ屋やにもどって、上うわ着ぎを着きると、お財さい布ふを持もって、外そとに出でる。

「うぅ……さむっ」

　わたしは体からだを自じ分ぶんの両りょう腕うでで抱かかえて、ふるわせる。

　さすがに、この時じ間かんになると、外そとは寒さむい。

　わたしは、暗くらくなった道みちを、早はや足あしでスーパーにむかう。

　家いえの近ちかくは、まだ人ひと気けがあるけど、途と中ちゅうに人ひと気けのないところがあるんだよね。

　小ちいさな公こう園えんが見みえてくる。

　この公こう園えんを通とおりぬけると、スーパーはすぐ近ちかく。

　公こう園えんに入はいっても、さすがに、この時じ間かんだと人ひとはだれもいない……あれ？

「……紅こう月づきくん？」

　公こう園えんのベンチに、紅こう月づき圭けいくんがすわってる。

　手てには、タブレット端たん末まつを持もっていてなにかを見みてるみたい。

　しかも、あいかわらずの無む表ひょう情じょう。

　なにをしてるんだろう、こんな時じ間かんに、こんなところで。

　そんなことを思おもっていると、紅こう月づきくんが、わたしをじっと見みてくる。

　……ドキッ。

　まっすぐな視し線せんに、わたしの心しん臓ぞうがおもわず、高たか鳴なる。

「……相あい羽ばは、こんな時じ間かんまで出で歩あるいているのか？」

　紅こう月づきくんが、表ひょう情じょうを変かえないまま、聞きいてくる。

「え～と……スーパーにちょっと買かい物ものにいくだけだよ」

　チョコのことは、男おとこの子こには言いわないほうがいいよね。

「……そうか。なるべく遅おそくに出で歩あるかないほうがいい。今日きょうと明日あしたはとくに」

　今日きょうと明日あした？

　なにかあるんだろうか？

　それに遅おそいといっても、塾じゅくの日ひなら、もっと遅おそくなるし、気きにするほどじゃないと思おもうけど。

　わたしは首くびをかしげる。

　でも、紅こう月づきくんが心しん配ぱいしてくれてるのはわかるし、なるべく早はやく帰かえりたいのは、わたしもいっしょだしね。

「うん、気きをつける。それじゃあ、行いくね」

　わたしは、紅こう月づきくんに言いって、歩あるきだす。

　紅こう月づきくんは、ベンチにすわったまま。

　出で歩あるかないほうがいいなら、紅こう月づきくんもだと思おもうんだけど、帰かえるそぶりはぜんぜんない。

　やっぱり、ちょっと変かわってるよね、紅こう月づきくんって。

　わたしはスーパーにたどりつくと、ほっと息いきをつく。

　明あかるいし、人ひとがたくさんいるから、やっぱりほっとする。

　わたしは、目もく的てきのドライフルーツをてばやく買かって、外そとに出でる。

　腕うで時ど計けいを見みると、８時じ少すこし前まえ。

　また公こう園えんの近ちかくまでやってきて、わたしは立たち止どまる。

　道どう路ろに、来くるときにはいなかった、大おおきなトラックが止とまっていて、道どう路ろの半はん分ぶん近ちかくをふさいでいた。

　ここを通とおらないと、家いえに帰かえれない。

「しょうがないなぁ……」

　わたしは、トラックのわきを、通とおりぬけた。

　すれちがうときに、運うん転てん席せきが見みえたけど、人ひとはいない。

　まわりにも、いる様よう子すはないけど……。

　キョロキョロと、あたりを見みまわしながら歩あるいていると、なにかにつまずく。

「わっ！」

　ドスンッ。

　その場ばで、前まえのめりにたおれる。

「いったー……」

　わたしはうめきながら、体からだをおこす。

　パンパン、と上うわ着ぎをはらう。

　上うわ着ぎを着きこんでたおかげで、ケガはしてない。

　そうだ、買かってきたドライフルーツは？

　たおれた拍ひょう子しに、いきおいでビニール袋ぶくろが、手てから飛とんでいっちゃったんだよね。

　暗くら闇やみの中なか、地じ面めんに目めをこらすけど、見みあたらない。

　あれ？　おかしいな……。

　わたしは、少すこし遠とおくも見みてみようと、目め線せんをあげる。

　すると、トラックの荷に台だいが目めに入はいる。

　銀ぎん色いろの大おおきな荷に室しつのドアが、少すこし開ひらいてる。

　もしかして、あそこに入はいっちゃったとか？

　トラックに近ちかづいて、荷に台だいの中なかをのぞいてみる。

　あっ、あった！

　スーパーのビニール袋ぶくろが、荷に室しつの奥おくのほうに、ころがってる。

　あんなところまで、とんじゃったんだ。

　すき間まから、手てをのばしてみたけど、届とどかない。

　どうしよう？

　さっき、運うん転てん手しゅさんはいなかったよね……。

　待まってる時じ間かんもないし、ちょっと取とりに入はいらせてもらおうかな。

　わたしは、もう一いち度ど、あたりを見みまわしてから、荷に室しつのドアを少すこし開あける。

　そこに手てをついて、荷に室しつの上うえによじのぼった。

　荷に室しつの中なかは、少すこしひんやりとしてる。

　奥おくのほうに、なにか積つんであるみたい。

　って、そんなの見みてる場ば合あいじゃなかった。

　わたしは、ビニール袋ぶくろを手てに取とると、ドアにもどろうとする。

　そのとき──

「おい、ドアが開あけっぱなしだぞ！　ちゃんと閉しめとけって言いっただろ」

　怒ど鳴なり声ごえが聞きこえたかと思おもったら、

　バタン！

　荷に室しつのドアが、いきおいよく閉しめられる。

　一いっ瞬しゅんで、荷に室しつの中なかが真まっ暗くら闇やみになる。

　えっ、うそっ！

　ちょ、ちょっと待まって！

　わたしが、中なかにいるのに！

　助たすけを呼よぶ間まもなく、運うん転てん席せきのほうで、ドアの閉しまる音おとがすると、トラックが急きゅう発はっ進しんする。

「きゃっ！」

　わたしは、揺ゆれにたえられずに、しりもちをつく。

　ど、どうしよう……。

　トラックの中なかに、閉とじこめられちゃった!?
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　　　　４　おもいがけない救すくい主ぬし




　トラックは、走はしりつづけてる。

　わたしは、荷に室しつの中なかを見みまわす。

　どうにかして、運うん転てん手しゅさんに、わたしがいることを知しらせないと。

　でも、真まっ暗くらでまわりはぜんぜん見みえないし……あ、そうだ！

　わたしは、上うわ着ぎのポケットに手てを入いれる。

　あった！

　ポケットから、携けい帯たい電でん話わを取とりだす。

　これで助たすけを呼よべば、いいんじゃん！

「ダメだ……」

　携けい帯たい電でん話わは、圏けん外がいになってる。

　この荷に室しつが、電でん波ぱを邪じゃ魔ましてるのかも。

　わたしは肩かたを落おとす。

　でも、落おちこんでばかりもいられない。

　これをライトのかわりにすれば……。

　うん！

　液えき晶しょう画が面めんの明あかりで、まわりが明あかるくなる。

「うわぁ……なんか、たくさん積つんである」

　荷に室しつの奥おくは、小ちいさな箱はこみたいなのが、積つみあがってる。

　わたしは、近ちかづくとその箱はこのひとつを手てに取とった。

　携けい帯たい電でん話わで照てらすと、ラッピングしてある箱はこだとわかる。

「もしかしてこれって、チョコレート？」

　この時じ期きに、ラッピングした箱はこが、こんなにたくさんあるのって、チョコレートぐらいしか思おもいつかない。

　さすがに、中なかを開あけるわけにはいかないから、たしかめようがないけど。

　それにしても……。

　携けい帯たい電でん話わで照てらしてみてわかったけど、この中なかは、完かん全ぜんに閉しめきられていて、運うん転てん席せきにつながってない。

　それに、ラッピングされた箱はこが積つみあがっていて、運うん転てん席せきの方ほう向こうには、近ちかづけないし。

　これじゃあ、運うん転てん席せきにわたしのことを知しらせるのは、ムリそう。

　どこかで、止とまるのを待まつしかないのかな……。

　ブルッ。

　荷に室しつの中なかは、けっこう寒さむい。

「風邪かぜ、ひいちゃいそうだよ……」

　わたしは、ラッピングの箱はこの積つまれた近ちかくで、丸まるくなって、すわりこむ。

　20分ぷんぐらい走はしっただろうか。

　トラックが止とまると、エンジンが切きれた。

　エンジンを切きったってことは、信しん号ごう待まちじゃなさそう。

　運うん転てん席せきのほうから、バタン、とドアの閉しまる音おとが聞きこえる。

　もしかして、荷に室しつを開あけてくれる？

　体からだが冷ひえて、すぐに立たちあがれなかったから、わたしは四よつんばいになって、荷に室しつのドアに近ちかづく。

　ガチャ。

　荷に室しつのドアが開あく音おとがする。

「うっ、まぶし……」

　ドアのすき間まから、光ひかりが差さしこんできて、わたしはおもわず、目めをほそめる。

　それでも、ドアが開あいて、助たすかったんだと思おもうと、心こころの底そこからほっとした。

「あ、あの……」

　ドアのところにいる、人ひと影かげにむけて、わたしは声こえをかけようとする。

　まずは、事じ情じょうを説せつ明めいしないと。

　だけど──

「なんだ、おまえは!?　どうしてここにいる!?」

　低ひくく、するどい男おとこの人ひとの声こえに、わたしは身みをすくませる。

　男おとこの人ひとも、おどろいているのか、こちらをうかがうような気け配はいがある。

　目めが光ひかりになれてきて、ドアの前まえにいる男おとこの人ひとの姿すがたが見みえてくる。

　グレーの作さ業ぎょう着ぎ姿すがたで、身しん長ちょうは１８０センチぐらいで、すごく大おおきい。

　しかも、がっちりした体からだつきをしていて、顔かおつきもするどくて、こわい感かんじがする。

　あんまり、チョコレートを運はこぶ人ひとには、見みえないけど……。

　そんな疑ぎ問もんが、頭あたまをよぎったけど、人ひとを見みかけで判はん断だんしちゃいけないよね。

　知しらないうちに、人ひとがまぎれこんでたら、相あい手ての人ひとだって、おどろくのはあたりまえだし。

「……に、荷に物もつが、この中なかに入はいってしまって……それを取とりに入はいらせてもらったんです…………。そうしたら……ドアが閉しまっちゃって…………、そのまま閉とじこめられてしまったんです」

　わたしは、しどろもどろになりつつ、男おとこの人ひとに説せつ明めいする。

　わ、わかってくれる……よね？

「ちっ。めんどうなことになったな」

　男おとこの人ひとは、わたしの説せつ明めいを聞きくと、大おおきく舌した打うちする。

　おもわず、びくっと、身みをふるわせて、あとずさる。

「とにかく、降おりろ」

　男おとこの人ひとが、荷に室しつの中なかに入はいってきて、わたしにむけて、手てをのばしてくる。

　その手てをとって、外そとに出でれば、助たすかるはず……。

　なのに、頭あたまの中なかでチカッと、やめたほうがいい、と警けい告こくする声こえがした。

　この男おとこの人ひとは、危き険けんだって。

　わたしは、とっさに荷に室しつの奥おくへ、あとずさる。

「逃にげてもムダだ。早はやく出でてこい」

　男おとこの人ひとが、さらにわたしのほうに、近ちかよってくる。

　ど、どうしよう？

　男おとこの人ひとの体からだは大おおきくて、わきからは、逃にげだせそうもない。

　このままじゃ、つかまっちゃう!?

　もうダメかも。

　わたしが、ギュッと目めをつぶったときだった。

「──なんだ、おまえは！」

　トラックの外そとで、べつの男おとこの人ひとの怒ど鳴なり声ごえがする。

　だけど、その一いち度どきりで、すぐにシンとなった。

「……おい、どうした？」

　不ふ審しんに思おもったらしい、わたしにむかってきていた男おとこの人ひとが、荷に室しつを飛とびだしていく。

　ほっと息いきをついて、わたしは、四よつんばいのまま、荷に室しつのドアまで行いって、外そとを見みてみた。

　外そとは見みたことのない、たくさんの倉そう庫こがならんでいる場ば所しょだった。

　潮しおの香かおりがするから、海うみの近ちかくなのかも。

　トラックから、４、５メートルはなれたところに、さっきの男おとこの人ひとがいる。

　その足あしもとには……作さ業ぎょう着ぎ姿すがたの男おとこの人ひとが……たおれてる!?

　たおれてるのは、たぶん、さっき怒ど鳴なり声ごえをあげてた人ひとだ。

　そして、その男おとこの人ひととむきあうように、立たっている人ひと影かげ。

「あ、あれは……!?」

　暗くら闇やみでもわかる、真まっ赤かな服ふく。

　首くびには、真まっ赤かなスカーフも巻まいてる。

　見みたことはないけど、すぐにだれかはわかった。

　だって、ニュースで何なん度ども聞きいたことがある。

　こんな特とく徴ちょう的てきなかっこうをしてる人ひとなんて、しかも、こんなときに現あらわれる人ひとなんて、１人ひとりしか思おもいうかばない。

　──怪かい盗とうレッド！

　日にっ本ぽん中じゅう、どんな警けい備びのきびしい場ば所しょにも、あっさりと忍しのびこみ、絶ぜっ対たいにつかまらない。

　しかも、悪わるいことをしてる人ひとからしか盗ぬすみをしない、現げん代だいの怪かい盗とう。

　そんな怪かい盗とうレッドが、今いま、目めの前まえにいるの……？

「きさま、よくも！」

　男おとこの人ひとが、怪かい盗とうレッドに突とっ進しんしていく。

　だけど、怪かい盗とうレッドは正しょう面めんからむかっていくと、すれちがいざまに、ヒラリと飛とびあがって、男おとこの人ひとの肩かたを踏ふみ台だいにして、一回かい転てん、反はん対たい側がわに降おりたった。

　まるで、体たい操そう選せん手しゅかなにかみたいな、かろやかな動うごき。

「こ、このっ！」

　男おとこの人ひとは、すぐにふりかえろうとしたけど、もうおそかった。

「はっ！」

　怪かい盗とうレッドが、声こえを発はっすると同どう時じに、その拳こぶしが、男おとこの人ひとのおなかに決きまっていた。

「うぐぅ……」

　うめいて、男おとこの人ひとがその場ばにたおれる。

　そのまま身み動うごきしないところを見みると、気き絶ぜつしたみたい。

　すごいっ！

　女おんなの人ひとで、しかも、あんなに体たい格かくに差さがあるのに、かんたんにたおしちゃうなんて……！

　怪かい盗とうレッドは、てばやくたおした男おとこの人ひとたちをしばりあげると……えっ。

　こっちにむかって、歩あるいてくる……!?

「だいじょうぶ？　ケガはない？」

　落おちついて、少すこし低ひくい、大人おとなの女おんなの人ひとみたいな声こえだった。

「は、はい！」

　わたしは、大おおきく首くびをたてにふる。

「よかったわ」

　怪かい盗とうレッドはそう言いうと、ラッピングされた箱はこが積つんである、荷に室しつの奥おくに進すすむ。

「あ、あの……どうしてここに、きたんですか？」

　わたしを助たすけにきてくれた……にしては早はやすぎる気きがする。

　だって、お母かあさんですら、まだわたしがこんなことになってるって気きづいてないはずだし。

「これよ」

　そう言いって、怪かい盗とうレッドはラッピングされた箱はこをひとつ手てに取とる。

　包ほう装そう紙しをやぶって、中なかの箱はこを出だす。

　金きん色いろと茶ちゃ色いろのきれいなパッケージ。やっぱり、チョコレートだ。

　スライドさせて、箱はこを開あけると、中なかには、丸まるいチョコトリュフが５個こ入はいってる。

　ただの、チョコレートに見みえるけど……？

「見みてて」

　そう言いうと、怪かい盗とうレッドはチョコトリュフのひとつを手てに取とり、指ゆびに力ちからをこめた。

　パリッ。

　チョコが割われて、中なかから……って。

「えええええええっ!!」

　わたしは、おもわず声こえをあげる。

　チョコトリュフだったのは、見みた目めだけ。

　表ひょう面めんをおおっていたチョコを割わると、中なかから出でてきたのは、かがやく宝ほう石せき。
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「バレンタインの時じ期きなら、大たい量りょうのチョコを運はこんでいても、めだたないと思おもったんでしょうね。こうやって、盗とう品ひんの宝ほう石せきをかくして、海かい外がいに持もちだすつもりだったの。わたしは、それをふせぐために動うごいていたんだけど、ぐうぜん、あなたがトラックの荷に室しつに入はいりこむのを見みて、動うごくのを早はやめたのよ。間まにあってよかったわ」

　そう言いうと、怪かい盗とうレッドは、そっと宝ほう石せきを箱はこにもどした。

　そ、そうだったんだ……。

　そんな大たい変へんな事じ件けんに、巻まきこまれてるなんて、ぜんぜんわからなかった。

　もし、レッドがきてくれなかったら、わたし……。

　想そう像ぞうして、急きゅうにこわくなって、わたしは体からだをふるわせる。

「だいじょうぶよ。犯はん人にんはあのとおりつかまえたし、警けい察さつにも連れん絡らくしてあるから、もうすぐ来くるわ」

　怪かい盗とうレッドは、わたしを安あん心しんさせるように、笑わらいかけてくれる。

　顔かおはかくれてるけど、その笑え顔がおを見みてると、なんとなくほっとする。

　そういえば、アスカちゃんの笑え顔がおを見みたときも、こんな気き分ぶんになったっけ。

「さて。警けい察さつがそろそろ到とう着ちゃくするころだし、行いくわ」

　怪かい盗とうレッドは、わたしに背せをむける。

「あ、ありがとうございました！」

　わたしは、その背せ中なかにお礼れいを言いう。

　怪かい盗とうレッドは、背せ中なかごしに片かた手てをあげると、荷に室しつから飛とびおりて、そのままあっという間まに、暗くら闇やみに消きえていった。

　怪かい盗とうレッドの姿すがたが見みえなくなると、代かわるように、パトカーの回かい転てん灯とうの明あかりが、遠とおくに見みえた。

　助たすかったんだ……。

　ほっと息いきをつくと、自し然ぜんと目めから、涙なみだがこぼれだした。







　　　　５　うれしいプレゼント




「うわぁ、すごいキッチン！」

　次つぎの日ひの放ほう課か後ご。

　わたしの家いえのキッチンには、アスカちゃんたちが、やってきていた。

　昨日きのうはあれから、けっこう大たい変へんだったんだ。

　警けい察さつの人ひとがたくさんやってきて、わたしは保ほ護ごされて、警けい察さつ署しょに連つれていってもらった。

　勝かっ手てに荷に室しつに入はいったことを怒おこられたりしたけど、なにもなくてよかった、と安あん心しんしてもいたみたい。

　その間あいだに、お母かあさんとお父とうさんがむかえにきて、２人ふたりに飛とびつくように、抱だきしめられたんだ。

　お母かあさんとお父とうさんが泣ないてるのって、はじめて見みた。

　そうしたら、わたしもまた涙なみだが止とまらなくなっちゃって、しばらく３人にんで泣ないてた。

　それが昨日きのうのこと。

　今日きょうは学がっ校こうを休やすんだほうがいいって、お母かあさんとお父とうさんから言いわれたんだけど、体からだは元げん気きだし、１人ひとりで家いえにいるほうが、こわかったことを思おもいだしちゃうからって言いって、学がっ校こうに行いってきたんだよね。

　それで、約やく束そくどおり、アスカちゃんたちにも、チョコづくりにきてもらったってわけ。

　アスカちゃんたちも、ニュースになったから、わたしにおきたことは、知しっているはず。

　だけど、なにも聞きいてこない。

　逆ぎゃくに、学がっ校こうで無む神しん経けいに話はなしを聞きいてこようとする男だん子しを、追おいはらってくれたぐらい。

　だから、わたしも安あん心しんして、アスカちゃんたちを、家いえに呼よべたのかも。

「相あい羽ばさん？　ぼーっとして、どうかした？」

　アスカちゃんが、心しん配ぱいそうにわたしを見みてる。

「ううん、だいじょうぶ。じゃあ、はじめよっか」

　わたしは、明あかるくかえして、板いたチョコを10枚まいほど、冷れい蔵ぞう庫こから取とりだす。

「まずは、板いたチョコを刻きざむんだよ。注ちゅう意いするのは、大おおきさをそろえて、しかもなるべく、こまかくすること。そうしないと、あとでとかすときに、とけ方かたにムラができちゃったりするから」

「へえ、そうなんだ。そこまで、気きにしたことなかった……」

　実み咲さきちゃんがうなずきながら、メモをとってる。

「全ぜん員いんぶんのまな板いたと、包ほう丁ちょうは用よう意いしてあるから、それぞれにやってみよう」

『は～い！』

　アスカちゃんたちが、返へん事じをして、それぞれ板いたチョコを持もって、まな板いたにむかう。

　わたしも自じ分ぶんのチョコを、てばやく刻きざんでから、アスカちゃんたちのほうを、見みにいく。

「こんな感かんじで……だいじょうぶ？」

　アスカちゃんが、不ふ安あんそうにわたしを見みる。

　まな板いたの上うえのチョコは、ちゃんとこまかく刻きざまれてる。

　たしかに、ちょっとふぞろいなところもあるけど、気きにするほどじゃない。

「だいじょうぶ。それじゃあ、次つぎに進すすもうか。次つぎは、湯ゆせんでチョコをとかしま～す」

「ゆせん？」

　アスカちゃんが、首くびをひねってる。

「チョコを入れたボウルをお湯ゆにつけて、その熱ねつでゆっくりとかすの。直ちょく接せつ、火ひにかけたりすると、風ふう味みがとんじゃったりするから、こういうやり方かたをするんだよ」

「なるほど……。チョコづくりって、けっこう気きをつかうんだ」

「なれちゃえば、ふつうのことだと思おもえるよ」

　わたしは、大おおきいボウルにお湯ゆを入いれる。

　一いち応おう、温おん度ど計けいでお湯ゆの温おん度どを測はかる。

　55度ど。

　うん。ちょうどいい感かんじ。

　別べつのボウルの中なかに、刻きざんだチョコを入いれて、お湯ゆの入はいったボウルの上うえに重かさねる。

　ヘラでゆっくりかきまぜると、じんわりとけて、おいしそうなチョコレートのにおいがしはじめる。

「チョコレートソースみたい」

　優ゆ月づきちゃんが、顔かおをほころばせて、言いった。

「チョコレートソースにも、使つかえるよ。でも、今こん回かいはもう一いち度ど固かためるんだけどね」

　アスカちゃんたちが、チョコをとかしている間あいだに、牛ぎゅう乳にゅうをレンジであたためる。

　それと、ドライフルーツを手てごろな大おおきさに、切きっておく。

　これが原げん因いんで、大たい変へんなことになったんだよね。

「こっち、できたよー」

　アスカちゃんたちが、チョコをとかし終おえたみたい。

「ところで、どんなチョコをつくるの？」

　アスカちゃんが、聞きいてくる。

「今こん回かいは、ドライフルーツをのせた、チョコレートにしようと思おもってるんだけど、いいかな？」

「わぁ、おいしそうじゃん！　どんなチョコをつくるのかは、おまかせしたんだし、もちろんいいよ」

　アスカちゃんたちは、顔かおを見みあって、うなずいてる。

「よかった。それじゃあ、次つぎはとかしたチョコと、このあたためた牛ぎゅう乳にゅうとドライフルーツをまぜてみて。ドライフルーツは、アンズとマンゴーがあるから、好すきなの選えらんでいいよ」

[image: ]

　アスカちゃんたちは、牛ぎゅう乳にゅうとドライフルーツを持もっていって、まぜあわせていく。

「まぜたら、あとはラップでくるんで冷れい蔵ぞう庫こで冷ひやすだけ。……ね、かんたんだったでしょ？」

　わたしは、アスカちゃんたちに笑わらいかける。

「うん！　わたし、自じ分ぶんで料りょう理りできたのはじめてかもっ」

　アスカちゃんが、ラップでくるんだチョコを持もって、うれしそうな顔かおをしてる。

「アスカは、ほんとに料りょう理り苦にが手てだもんねー」

　実み咲さきちゃんが、うんうんと大おおきくうなずいてる。

　なにか、思おもい出ででもあるのかな。

　２人ふたりは幼おさななじみだし。

「冷れい蔵ぞう庫こで冷ひやして完かん成せいするまで、３時じ間かんぐらいかかるんだけど、どうする？　帰かえるの、おそくなるよね？」

　今いまは３時じだから、夕ゆう方がたの６時じくらいになっちゃう。

　昨日きのう、近きん所じょであんな事じ件けんがあったばかりだし、みんなの家か族ぞくが心しん配ぱいするかも。

「だいじょうぶ。実み咲さきと優ゆ月づきは、わたしが送おくっていくことにしてるから」

　アスカちゃんが、まかせてとばかりに、胸むねをはる。

「でも、そうしたら紅こう月づきさん１人ひとりで、帰かえることになっちゃうんじゃ……」

「わたしは、だいじょうぶだって。知しってるでしょ、わたしの運うん動どう神しん経けい」

　たしかに、男だん子しより運うん動どう神しん経けいも、力ちからも強つよいぐらいだけど……。

「心しん配ぱいしすぎだって。……それより、今日きょうは本ほん当とうにありがとうね、和のど花か」

　アスカちゃんが、あらためて、という感かんじにお礼れいを言いう。

「え、……そ、そんなお礼れいを言いわれるようなことは…………って、紅こう月づきさん、今いま……！」

　わたしは、アスカちゃんを見みて、目めをぱちくりさせる。

　和のど花か……って。名な前まえで呼よんでくれた!?

　今いままでは、名みょう字じだったのに！

「あ、もしかしていやだった？　なかよくなれたかなーと思おもって、名な前まえで呼よんでみたんだけど」

　アスカちゃんは、遠えん慮りょ気ぎ味みに聞きいてくる。

「いやなんて、とんでもない！」

　わたしは、首くびをぷるぷると横よこにふる。

「すごい、うれしいっ！」

「よかった。わたしのことも、名な前まえで呼よんでいいからね」

　アスカちゃんが、笑え顔がおで言いってくれる。

　わたしの中なかで、じわ～っと、うれしさがこみあげてくる。

　なかよくなりたいと思おもって、勇ゆう気きを出だしてさそったけど、本ほん当とうになかよくなれるなんて。

「わたしもだよ」

　実み咲さきちゃんも、にこにこしてる。

「わたしは、最さい初しょから名な前まえで呼よんでたから、変かわりなしだね」

　優ゆ月づきちゃん……。

　本ほん当とうは、昨日きのうのことで、気き分ぶんが暗くらいままだったんだけど……そんなの、今いま、吹ふき飛とんじゃった！

　だって、アスカちゃんたちは、思おもってたのと同おなじように、すごくやさしくて、明あかるくて、楽たのしい人ひとたちだし、そんなアスカちゃんたちと、なかよくなれたんだもん。




　それから、わたしとアスカちゃんたちは、チョコを冷ひやしている間あいだに、いろんなことを話はなして、時じ間かんをつぶした。

　そして……。

「うん、固かたまってる」

　３時じ間かんがたって、わたしはそれぞれのチョコレートを冷れい蔵ぞう庫こから取とりだす。

　チョコは、かちこちに固かたまってる。

「おいしそう……」

「アスカ、食たべちゃダメだよ」

「わかってるって」

　アスカちゃんと、実み咲さきちゃんが、チョコを目めの前まえに、話はなしてる。

「最さい後ごの仕し上あげをするね。ひと口くちサイズに切きって、そこにココアパウダーをかけるの。そうすると、見みた目めもよくなるから」

　みんな真しん剣けんな顔かおで、ていねいにチョコを切きって、ココアパウダーをかける。

　あとは、それぞれ持もってきた箱はこに、チョコを入いれるだけ。

「アスカちゃんは、だれにあげるの？」

「え～と、お父とうさんとおじさんかな。あとは、先せん輩ぱいたちにもあげたいし……。もちろん、みんなにも！」

　アスカちゃんはそう言いって、わたしと実み咲さきちゃんと優ゆ月づきちゃんを見みる。

「全ぜん員いん同おなじ味あじだけどね」

　わたしは、肩かたをすくめる。

「いいの、いいの。それに味あじ見みしてないから、食たべてみたいっていうのもあるし。というわけで、はい、和のど花か」

　アスカちゃんが、箱はこにつめたチョコレートを、差さしだしてくる。

　ハートマークの絵え柄がらのついた、かわいい箱はこ。

「ありがとう！　わたしからも」

　プレゼント交こう換かん会かいみたいに、わたしたちは、チョコレートを交こう換かんしあう。

　さっそく開あけて、ひと口くちぱくり。

「すごい、おいしい……」

　アスカちゃんたちは、おどろいた様よう子すで、顔かおを見みあわせてる。

「人ひとにあげるのが、もったいなくなってきたかも」

　アスカちゃんが、腕うで組ぐみをして、真しん剣けんな顔かおでつぶやいてる。

「あのね。おいしくできたから、人ひとにあげるんでしょう」

　実み咲さきちゃんが、あきれ顔がおで、アスカちゃんに言いう。

「アスカちゃんは、食くいしんぼうだから」

　優ゆ月づきちゃんが、クスクスと笑わらってる。

　わたしも、つられて笑わらう。

「もう！　冗じょう談だんだって。ちゃんと、みんなにあげるってば」

　アスカちゃんも、笑わらってる。

　バレンタインデーは明日あしただけど、わたしは今日きょう、いろんなものをもらっちゃったみたい。

　ほんとに、みんなをさそって、よかった。

「あ、そうだ！」

　アスカちゃんが、手てをポンッとたたいて、思おもいだしたように、言いう。

「どうしたの？」

　みんなが、アスカちゃんを見みる。

「もし、チョコが残のこったらなんだけど……」







　　　　６　ハッピー・バレンタイン！




　バレンタインデー当とう日じつの昼ひる休やすみ。

　今日きょうは、朝あさからクラスの男おとこの子こが、ざわざわとしてる。

　チョコがもらえるかどうか気きになって、落おちつかないみたい。

　そんな中なかでも、１人ひとりだけ、いつもどおりにすごしてる、男おとこの子こがいる。

　アスカちゃんが、わたしと実み咲さきちゃんと優ゆ月づきちゃんに、目めで合あい図ずを送おくってくる。

　わたしは、カバンからチョコの入はいった箱はこを取とりだし、立たちあがる。

　そして、アスカちゃんたちといっしょに、あるつくえの前まえに立たった。

　すわっているのは、紅こう月づき圭けいくん。

　さっき言いった、クラスで１人ひとりだけ、いつもと変かわらずに、本ほんを読よんでいる男おとこの子こ。

　昨日きのう、アスカちゃんが、言いったんだよね。

　もしチョコが残のこってたら、ケイのぶんを用よう意いしてあげてくれないかって。

「どうせ、ケイはチョコなんてもらえないだろうし、わたしたちみんながいっせいにあげたら、さすがにおどろくでしょ？」

　ってことみたい。

　だけど、アスカちゃんは、ぜんぜん気きがついてないみたいだけど、紅こう月づきくんって、女じょ子しにひそかに人にん気きがあるんだよね。

　たぶん、チョコも、もらえると思おもうんだけどなぁ……。

　でも、アスカちゃんのたのみだし、みんな紅こう月づきくんのぶんも、用よう意いしたんだ。

　紅こう月づきくんは本ほんから顔かおをあげて、つくえのまわりに立たつわたしたちを、ちらりと見みた。

　みんなで顔かおを見みあわせてから、後うしろ手でにかくしてた箱はこを、いっせいに差さしだす。

「はい、ケイ、これあげる！」

[image: ]

「……なんだ？」

　さすがに、少すこしおどろいた顔かおをして、紅こう月づきくんがきいてくる。

「昨日きのう、みんなでつくったのがあまったから、ケイにあげようって話はなしになったの。どうせ、ほかにもらえないだろうし」

　アスカちゃんの言こと葉ばに、紅こう月づきくんは黙だまったまま、差さしだされた箱はこを、ひとつずつ見みまわしていく。

　最さい後ごに、わたしの箱はこで目めが止とまった。

「あの……迷めい惑わくじゃなかったら」

　なんだか、押おしつけてるみたいで、悪わるい気きがしてきた。

　紅こう月づきくんは、もう一いち度ど、顔かおをめぐらせて、アスカちゃんを見みると、ため息いきをついた。

「アスカ、わすれているだろう……」

「へ？　なにを？」

　紅こう月づきくんの言こと葉ばに、アスカちゃんはきょとんとしてる。

　わすれてる？

　すると、アスカちゃんの表ひょう情じょうが、パッとあわてたものに変かわった。

「……ああっ！　そうだった。みんな、ごめん！」

　アスカちゃんが、わたしたちにむかって両りょう手てを合あわせる。

「ど、どうしたの？　急きゅうに」

　アスカちゃんが答こたえる前まえに、紅こう月づきくんが言いった。

「……ぼくは、チョコレートが苦にが手てなんだ」

　……へ？

　わたしだけじゃなく、実み咲さきちゃんも優ゆ月づきちゃんも、一いっ瞬しゅん、あっけにとられた顔かおになる。

　チョコが苦にが手て……って、そんな人ひといるんだ！

　まったく、思おもってもみなかった！

「なんで、チョコレートが苦にが手てなの！　こんなに甘あまくて、おいしいのに！」

　アスカちゃんが、紅こう月づきくんにむかって怒おこってる。

　でも、さすがにそれはムチャクチャだよ。

　だれだって、苦にが手てなものはあるんだし。

「そうか……それじゃあ、どうしようか、これ」

　わたしは、紅こう月づきくんに差さしだしたチョコ入いりの箱はこを、見みつめる。

　あげたい人ひとには、もう配くばっちゃったしなぁ。

　また、みんなで食たべちゃう？

　実み咲さきちゃんと、優ゆ月づきちゃんと顔かおを見みあわせた、そのとき。

「……もらっておくよ」

　紅こう月づきくんが、サッとわたしの箱はこを手てに取とる。

「え、でも、苦にが手てなんじゃ……」

「食たべられないわけじゃない」

　いつもと変かわらない、愛あい想そのない答こたえ。

　だけど、不ふ思し議ぎと今いまの言こと葉ばからは、やさしさみたいなものを、感かんじた。

「ありがとう」

　わたしは、自し然ぜんとお礼れいを口くちにしてた。

「……この場ば合あい、お礼れいを言いうのは、ぼくのほうだけど」

　そう言いうと、紅こう月づきくんは少すこしだけ笑わらったように見みえた。
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